
号一ガンとルイセンコ

I  ダークイシの“種の起源" は1859 <司障に出版された
が近くその10依存紐がくる、日i i ! : ではその聞に、進化
論の潮流をただ傍観していたといってもよい。生物
学の研究、教育の中で、進化論は生かされていなか
ったといえる。そのことは医学、農学においても同
様である。とこるで、諸外国ではどうであったか、
ヨーロツパの土壌の中から生れた進化論は、アメ 9
2市とジグエトとでそれぞれ独自の発展をし、 2 つの
花を咲かせるに至った。いま、焦点を 2人の典型的
な人物にあわせ、上の挙情を適確に示してみたい。

ノ E  モーガγは、 186&竿に外交官の子としてレキジジ
} yで盆オl，;jヒ。ク y タツキ一千I ' i 大学を卒業して理学
士 (B. S) になったのが1886年である。 188()!竿代
のアメ Pカでは進化論はひろく承認され、安定性を
もっていた。生物学者は安心して自分たちの研究を
積極的に進化論と結びつけようとしていた。思想的
な立場からダークイニズムに反対していたアガジー
が1873年に死んで以来、進化論に反対する有力な人
物はいなくなったのである。アガジーの弟子たちは
むしる進化論を普及し、矢頭に立って研究もした。
(日2誌に来たモールスやホイツトマシもアガνーの
弟子である。) 1868年に“American Naturalist" の
第一巻が発刊されたが、この本は進化論を脊骨とす
る編集方針をとった。
モーガシはヲミグモの発生の研究で博士号をとり

徳 田 韓日 稔

る。
(191時以降〉。また、その後に同じ方向に進んだ学
者たちは、梁色体突然変異が自然の中でかなり高い
頻度で起っていることを発見したので、グシ突然変
異とを素材として、その上に組み立てる進化論が提
唱されるに至った。( ドプジヤ y スキ一箸“遺伝学
と種の起源"
B  Jルレイセ y コは18!却，98持年の主生封住肢才れLである。故郷ククライ
ナの中学の園芸学校を卒業して、彼は直ちに実社会
に出た(1921)。ガγ i/ヤ試験場に魁任し、最初から
作物の生長促進や、品種改良の問題と取り組んだの
である。 192併存にはテシティおよび秋まきヨムギの
ヤロピヂーチヤ( 温度宛盟〉に関する有名な研究論
文を発表したが、その中では、作物の発育が段階的
であること、またこの段階において外界の影響は及
びやすく、従って、作物の性質を変える周擦をもっ
育穫においては、この段階の生理に注意する必要の
あることが明かにされた。
ノレイセシコは作物や果樹が、若い時期においての
み、その性質を変え易いと教えたミチユ- 9 Yの育
種法を一段とすすめ、かつ具体化したわけである。
彼が己の道をまっすぐに突き進んでゆく過程で仲間
もふえたが、論敵にもぷつつかった。ミチユ- 9 Y
やノレイセ y コの考えは、突然変異だけを遺伝的変異
と考える立場と衝突しないわけにはいかなかったの

く1890)、つづいてギボジムνの変蕗の研究を行つ| である。
た。これらの研究は、動物の体制を比援し、系統を I IV ダークイシは、その著書の中で、常に環境に対応
論じたものである。 1895年にそーガシはドイツに留| しながら形成されてゆく一般的な変異と、突然変異
学した。その時期のモーガシは“実験的研究法" を| の両者を問題にしているが、前者を重視していたこ
愛用し、実験発生学的な研究を行った。そして1901 I  とは確かである。その後における進化論の展開が、
一'03年にド・ブ Dースの μ突探変異説" が出た時に 2つの側面として分離したことは真にやむをえぬこ
モーガシは卒先してその説を車部縫い新しい遺伝的| とで、問題は最初から内包されていた。今日のわれ
変異が生じるのは、この語以外にはないと考えた。 I われの課題は、両者の研究をそれぞれ正しく評価
("Evolution and Adaptation， 1903つ |  し、位置づけ、一段と高皮で統一的な進化論を築く
その後、モーガシがνヨクジヨクパエを材料に| ことである。日本の進化論のたちおくれを掲回する

用いその 1つ 1つの突然変異を梁色6体上に位置づ| ためには、この困難にたちむかうことをおそれては
け、染色体説を完成したととはあまりにも有名であ| ならない。

窓稿は第10回総会において域崎小学校における徳問先生の講演の大要である。
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